極地研ニュース 37 by unknown




何年前からか,隊 員の方々の精神的な健康診断 とい う





























テリ」 という言葉に代表 されるように,内 向的,神 経質
敏感というような特質を持っています.ク レッチ マ ー
は,上 品で繊細な感覚の人,孤 独な理想家,冷 たい支配
家で利己的な人,無 味乾燥で鈍感な人などのタイプがあ
ると指摘しています.
循環気質 とい うのは,やは り同じように,こ の 体 型
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調 和 し ます が,適 応 のT]]c・kせま い とい うの が この タ イ プ
で す.あ る 人 は ヒ品 な趣 味 を も ち,高 貴 で 繊 細 で.形 式
的 な もの に あ こが れ ます が,内 的 に は不 安 定 て他 人 と響
き合 うもの に は 乏 しか った り,あ る 人は ス トイ ック な信
念 を 持 ち他 人 に嘲 笑的 で あ った り します.ま た,職 場 や
家 庭 で,規 則 づ くめ の 暴君 であ った り,あ る いは 無 器 川
な 無 感無 動 の 人 で あ った り します が,い ず れ に して も 内
向 性 とい う項 で く くる こ とが で き ます.こ の よ うな タ イ
プの 人 達 は,極 端 な場 合 に は 周 囲 に 異質 感 を ケ・え た り.
不 安定 さの た め に 周 囲 の 荷物 に な った りす る こ とが あ る
か も しれ ま せ ん.
循 環 気 質 の 人 は ど うか とい い ます と,む し ろ社 会 的 に
積 極 的 に 係 わ ろ う と します.多 弁 で 陽気 な人 では 活 発,
世話 好 き,お 祭 り好 き,日 立 つ こ とが 好 き です が,時 に
無 神 経 な 振 舞 や 大 言壮 語,善 意 の お しつ け な どで迷 惑 な
存 在 とな る こ と もあ ります.そ の 他,静 か な タ イ プ で
も,対 人 的 に は 暖 か み が あ り,情 が深 く,高 い理 想 をか
か げ る よ り も,現 実 的 に 堅 実 な態 度 を とる こ とが 多 い と
い え ます.こ の タ イ プの 中 の,ク レ ッチ マ ーが,孤 独 な
享受 者 と名 づ け た 人通 よ,物 質 主義 的 な享 楽 者 で,酒 場
の常 連 とい った タ イ プ で あ る こ と もあ ります,
般 に,自 分 が 自 分の 性 格 に'ti}1.]s,あるい は 他 人 を悩
ませ る もの を異 常 人 格 と して定 義 づ け た のは,シ ュナ イ
ダ ー とい う人 です が,異 常 人 格 といわ な い ま で も,こ の
基 準 は 一般 に 社 会 の 中 『ご通 用 す る 杉え 方 で,適 応 とい う
概 念 が で て く るオ.っけ です が,真 の適 応 とは,自 他 に障'」}
に な る存 在 で な い とい うだ け で な く,創 造 的 に社 会 に参
加 で きる こ と とい う こ とが 大 切 です が,い す れ に し て も
精 神 的 に 正 常か 異 常 か 以上 に,適 応 能 力 があ るか 否か が
問題 に な ります.
さて,第22次 観 測隊 員 の皆 様,ど うぞ元 気 で そ し てそ


































































































ね.僕 は小学校1年 生の頃かな」,「なに.お しめをあて
て這いまわってた頃だろう」,「しかし.隊長 も年 です
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艦 準備 よろ し」 「804号機 発 艦 .」「803.号機 ま も な く 着
艦 」 な ど と怒 鳴 って い る.
艦 長 と眼 前 に 拡 が る ま ろや か な大 陸 氷原 の ス カ イ ライ
ンを 眺 め な が ら話 をす る ,ど う も日本 隊 は 研 究 テ ー マを
背 負 い こみす ぎ る.全 隊 員 に対 す る研 究 者 の 割 合 いは 他
国 の 越 冬 隊 に 比 べ て格 段 に 大 きい.っ ま り,設 営 隊 員 に
無 理 が か か って い る こ とに な る が,隊 員が 優 秀 で よ く働
くか らな ん とか こな して い る のが 現 状 だ .ど こか で研 究
テ ーマ 要 求 に 対 す る フ ィル タ ー が で き ない も の だ ろ う
か.と い うの が わ た しの 話 .艦 長 の 答,「 それ は ど こて.
もお な じで し ょう.官 僚 組 織 とい うの は下 か らの 積 み あ
げ 方 式 だ か ら,ど こか だ け を 切 る とい うわ け には い き ま
せ ん.ど う して も総 花 式 に な るわ け です .頭 が 変 る と組
織 もや り方 もす っか り変 って しま うア メ リカ式 も よ しあ
しで す ね.日 本 型 は どち らか とい えば 保 守 的 です が ,頭
が 変 って ダ メな 男 が上 に い て もなん とか や っ て い け る と
い う安 定 性 が あ ります ね .ま ず,ア メ リカ と日本 の中 間
ぐらい が 理 想 的 な の で し ょ う」.と まあ,　rll庸は 徳 の 至
れ るな り,と い う高 尚 な結 論 に な っ た ので.ある.
こ うい う知 的 な 会話 で頭 が す っき り した あ と,03甲
楓 つ ま り格 納 庫 の 屋 根 に 積 ん であ る ピ ラタ ス ・ポ ー タ ー
機 の 間 柄 を 手 伝 う.ス パ ナ て.ソリを 入れ た箱 の ボ ル トを
まわ して み た り,ソ リを運 ぶ の に ち.い)と手 を貸 してみ
た り,要 す るに 隊 員 が 働 い て い るま わ りを うろ うろ し て
い る だ け で あ る.だ か ら,ま た,公 室 へ 下 りて い って コ
ー ヒーを 飲 ん で 煙 草を 吸 って,と い う ぐあ い に な る,
基 地 の 方 は,ベ テ ラン の 副 隊 長 が指 揮 を と っ て着 々 と
建 設 が 進 ん で い る の て ま かせ てお けば よい.輸 送 は これ














.品凱;蕊㌶ 蕊 笑栗㍊ 纈 ●
の 日か ら強 風 に吹 き ま くられ た.測 地fli:は海岸 に 潮ftt:計
を 立 て て,潮 を測 りに 行 った が,午 後 に は 風 に 吹 き寄 せ
られ た海 氷 に折 られ て し ま った.「 南 極 とは そ ん な もの
だ.そ う簡ll/に仕 事 が は こぶ か よ」,と が っか りして い
る連 中 に悠 然 と気 合 を入 れ た あ た りま で は,ま だ ベ テ ラ
ン の貫 禄 が か な りあ っ た とみ て い い.
風 が強 い の で測 量 は で きな い.そ こで 測 量 助 手 と して
来 て い る 伊藤 ・伊 神 に 交 代 で 調 査 助 手 を 頼 む.風 速 は20
メ ー トル前 後,尾 根 の 上 とか 鞍 部 で は:IOメー トル に もな
ろ うか.腰 を 曲げ 全 身 に 力 を こめ て風 に 逆 ら って 歩 くの
で あ る.野 拙 に メ モす る に も岩 陰 の 風 の 弱 い と ころ を探
さ な けれ ば な らな い.そ んts日が3日 続 い た あ と,無 風
快 晴 の 日が や って き た.






























れる破 目になった.サ ンプルは石である.荷の重 さが腰















礎調査第1期3か 年計画」,及び気水圏部門の 「南極 気
水圏観測計画(POLEX-SOUTH)」がその中心課 題 と
してとりあげられた.気 水圏観測 とは,地球上の大気と







び去った,こ の間,2月8日 ～9日 の最大瞬間風速44.8
m/s(2月の新記録)に達する猛烈なブリザードにより
繋留中のセスナ機が破損,航 空担当2隊 員の越冬中止 と
い う不測の事態が発生し,越冬隊は30名編成となった.















観測はほぼ例年 どお り行われ,順 調に経過した.ま
ず,地球物理部門は,例年同様オーロラの写真観測,地
磁気,地震,潮 汐 とも順調で,高 感度地震計の3点 観測
による近地地震のキャッチも試みられた.電離層部門で
は新しい観測機が4月か ら動 き始めた.両部門 とも多く






































ベルジカ山脈;切 り立った岩壁に.日 本隊として初めて足跡を残す.手 前は,20年以上
前に遭難し,放棄されたままになっていたベルギー隊航空機の残骸






















く,5回 の内陸旅行(秋 ・冬 ・春 と第21次夏のみずほ旅
行,や まと・ベルジカ旅行)と1～2週 間の沿岸調査旅








18次までの2基 運転時に比べ,燃 料節約,整 備労力の軽
減などメリットが大きかった.ま た,通 信制御卓が13年





















































1)チ ャタニカの散乱レーダ,ポ ーカー ・フラットの大







a.バ ア リウ ム(Ba')高速 流 放 出実 験
高 度500km付近 でBa+を 磁 力 線 に沿 って 放 出 し,
オ ー ロラ粒 子の 加 速 機 榊 を調 べ る.
b.地 上5CO-・1,000km付近 で の 波 動 ・粒 子 相 互 作 用
の 機構 解 明.
ロ ケ ッ トに粒 子,波 動,電 場,磁 場 の観 測 器 を 搭
載 し,プ ラズ マ 波 動 とオ ー ロ ラ粒 子 の様 子 を総 合




















マラジ ョジ ナや基 地 にお け る
日本一 ソ連共同観測に参加 して


























た.サ ウス ・ジョージや島ではハイキングやイギ リス船
とのサ ッカーの試合を行 うなどして,短 かい休暇を楽 し
んだ.12月5日,目的地のマラジ ョジナや基地に向かっ














になった.大晦 日の晩は,鮭,牛 の舌,ス テーキ,サ ラ





楽は,サ ウナ,映 画,ビ リヤード,卓球,ス ゴロク等が
あるが,人 数の割合には設備が小さく,十分に楽しむこ












ていた.し かし,飛行機,雪 上車,発 電機,建物などの
設営的なものは大型で,か っ頑丈なものであった.例 え
ば,2ト ン積みの飛行機3機 が ミル=イ ー基地やノボラ
ザレフスカや基地への人員,物資の輸送に活躍している.
基地滞在中の出来事としては,1月 下旬にモーソン基
地 よりヘリコプター3機 とピラタス1機が親 善 訪 問 し
た,ま た,2月10日早朝,ふ じ乗組員のケが人に必要な
酸素ボンベを積んだ飛行機がマクマードより飛 ん で き
た.そ して,午後ふ じよりヘ リコプター1機がボンベを
引き取 りに来た.ソ 連隊にとって大きなニュースは,2
月13日,モスクワからアフリカ経由で大型飛行機IL-
18D(約80人乗り)のテス ト飛行に成功 した.こ の成功
により,今年10月に大型輸送機(IL-74)を飛ばし,
隊員の交代,物 資の輸送を行 う予定 とのことだ.
帰 りは,3月9日 に観測隊員約290名と一緒に客船エ





























究部門西尾文彦助手,地 学研究部門白石和行 助 手 に対
































サ 延 劃 同
魯 朝 臣
5月22日　 Dr.　G,　A.　KNOX
レ 来 訪 者 く
Dr.　ANNEXSTAD,　J(ア ネ ク ッス タ ー ド博
士;米 国航 空 宇 宙 局 研究 員)
Dr.　LANG,　B　(ラング博 士1ワ ル シ ャ ワ大
学)
Dr.　CHAO,　J　(チ ャォ 博 士:ア ラ ス カ大学
地球 物 理 研究 所 研 究 員)
律 魏 国家 海 洋局 副 局 長
技師長
通 訳
(ノ ッ ク スt'i9:L:カン タ
ベ リー大 学 教 授,　SCAR会 長)
Mr.　R.　B.　THOMSON(ト ム ソ ン:ニ ュー
ジ ー ラ ン ド南 極 局 長)
6月19日　 Dr.　LEE　HOUCHINS　(ハウチ ンズ博 士:























地役:短 周期地震計と計算機の接続が完了 し,氷 震70
回,遠震3回 のデータを収録した.
気水圏:海氷流失にともない,気象無人観測装置センサ







・蜘 … 瞳 ・ 瞬 ・1
樋 軽油13,76s1467,…[12・3281455・635
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatlc　Data　for　Japanese　Antarctjc　Stations)
平 均 気温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp・)(℃)
最 低 気温(Min・　temp)　(℃)
























平 均 相対 湿 度(Mean　relative
　　　　　　　　　　　　　　　　　humidity　(%)
平 均 風速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風速 ・10分間平 均(Max.　wind
　 　　 　 　 speed,　10-min　mean)　(m/s)
瞬間最大風速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　cloud　cover)　(1/10)























































ヤ ヘ ロちがコパ ロ　 ノ コロココあ 　り も へ いココあ トデ ビア ノ ロド ドリ ヒロゆヘ ヘ ビ ノ ヘ ノ へ ヘ ド コロぬ ロリノ ザ コあ　あび ム
色の 「。.,_,福 渡」がある,;
オ ー ・ ラ ヒス 電 波 は電 離 圏 内 の100kmカ、ら5,000kmの!




極 地 方 て・簡 単 な ル ー プ ア ンテ ナを 張 り,そ の 電 気 信 号
fを 音 に変 換 す る と,実 に さ ま ざ ま な音 が 聞 こ えて く る.
1こ の 自然 に発 生 して い る電 波 は 音 色,発 生 時 間,オ 一 口
e,ラとの 関 係 に よ り大 き く三 種 類 に 分 け られ る.夕 方 の ア
;一 ク状 わ 。 ラや オ ー 。 ラ鱗 に 伴 って ・ジ 。ノ とし、
1'う音 色 で 聞 こ え る 「オ ー ロ ラ ヒス 電 波」,早 朝,点 滅 型
1(パ ル セ ーテ ン グ)オ ー ロ ラに 伴 って"小 き ざみ に 吠 え
;る 小 犬 の 鳴 音"と"小 鳥 の さえ ず り"と が 湿 った 音色 の
1「 オ ー ・ ラ ・一 ラ福 渡」汲 び,昼 間,・ ・ゴー ・ とい














で 基 本 的 で か つ 重 要 な 観 測 項 目 で あ る,ミ
写 真 説 明}
tUIO秒の 周 期 で 強 度 変 調 が 起 き て い る'tlHラ コ ー ラ ス 電 波 の5
周 波 数 時 間 ス ペ ク ト ル 図 と,そ の 南 北 共 役 性 を 示 し た 図.1
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